
第
十
三
条
第
四
項
中
「
、
第
九
条
」
を
「
、
第
七
条
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
行
う
株
式

交
換
等
に
よ
り
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
が
議
決
権
制
限
等
株
式
を
発
行
す
る
場
合
に
つ
い

て
、
第
九
条
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
九
条
第
一
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
七
条
第
二
項

に
よ
る
変
更
の
登
記

に
係
る
変
更
の
登
記
又
は
設
立
の
登

記

第
七
条
第
三
項

第
五
十
六
条

第
八
十
九
条
及
び
第
九
十
条

同
条
中

こ
れ
ら
の
規
定
中

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

に
従
つ
た
同
条
第
二
項

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

可
を
受
け
て
行
う
同
項
に
規
定
す
る

株
式
交
換
等
に
よ
る
同
法
第
五
条
第

二
項

第
七
条
第
二
項

に
よ
る
変
更
の
登
記

に
係
る
変
更
の
登
記
又
は
設
立
の
登

記

第
七
条
第
三
項

第
五
十
六
条

第
八
十
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十

五
条
及
び
第
八
十
六
条

同
条
中

こ
れ
ら
の
規
定
中

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

に
従
つ
た
同
条
第
二
項

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

可
を
受
け
て
行
う
同
項
に
規
定
す
る

合
併
等
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
二
項

第
七
条
第
二
項

に
よ
る
変
更
の
登
記

に
係
る
変
更
の
登
記
又
は
設
立
の
登

記

第
七
条
第
三
項

第
五
十
六
条

第
八
十
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十

五
条
及
び
第
八
十
六
条
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第
一
条
中
「
た
め
」
の
下
に
「
、
当
分
の
間
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
六
項
中
「
第
三
章
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
四
条
の
九
の
三
」
を
、「
な
い
も
の
」
の
下
に「（
第
七
号
に

あ
っ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
金
融
機
関
等
又
は
他
の
金
融
機
関
等
の
い
ず
れ
か
が
銀
行
持
株
会
社
等
で
な
い
も

の
）」を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
他
の
金
融
機
関
等
へ
の
」
を「
金
融
機
関
等
に
よ
る
他
の
金
融
機
関
等
の
」に
、「
交

付
」
を
「
取
得
」
に
、「
当
該
他
の
金
融
機
関
等
が
」
を
「
金
融
機
関
等
が
当
該
他
の
」
に
、「
及
び
」
を
「
、
第
四
号

及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
を
削
る
。

第
三
条
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
見
直
し
」
の
下
に
「
、
職
務
の
独
立
性
を
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
要
件
と
し
て
主

務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
監
事
の
選
任
（
当
該
金
融
機
関
等
が
特
定
協
同
組
織
金
融
機
関
等
（
第
三
十
四
条

の
二
に
規
定
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
等
の
う
ち
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
第
十
六
条
第
一

項
第
五
号
イ
、
第
三
十
四
条
の
九
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
の
九
の
三
第
一
項
第
三
号
イ
に
お
い
て
同

じ
。）で
あ
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
第
十
号
中
「
第
四
章
の
二
」
を
「
第
四
章
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第

七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
三
条
第
四
項
並
び
に
第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
取
得
株
式
等
に
係
る
優
先
出
資
に
係
る
発
行
者
に
関
す
る
特
例
）

第
八
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
金
融
機
関
等
で
あ
っ
て
協
定
銀
行
が
現
に
保
有
す
る
第
十
条
第

二
項
に
規
定
す
る
取
得
株
式
等
に
係
る
優
先
出
資
に
係
る
発
行
者
で
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
優
先

出
資
発
行
対
象
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。）が
当
該
取
得
株
式
等
に
係
る
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う
た
め
資
本
準
備

金
又
は
法
定
準
備
金
（
優
先
出
資
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
法
定
準
備
金
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
額
を
減
少
す
る
場
合
に
お
け
る
優
先
出
資
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
普

通
出
資
者
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
消
却
」
と
あ
る
の
は
、「
消
却
」
と
し
、
優
先
出
資
発
行
対
象
金
融
機
関
等
が

当
該
取
得
株
式
等
に
係
る
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う
た
め
資
本
金
の
額
を
減
少
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
四
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
普
通
出
資
者
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
消
却
」
と
あ
る
の
は
、「
消
却
」

と
す
る
。

２

優
先
出
資
発
行
対
象
金
融
機
関
等
が
前
項
に
規
定
す
る
取
得
株
式
等
に
係
る
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う
た
め
資

本
準
備
金
若
し
く
は
法
定
準
備
金
又
は
資
本
金
（
第
十
七
条
第
八
項
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
三
十
四
条
の

六
第
三
項
に
お
い
て
「
資
本
金
等
」
と
い
う
。）の
額
を
減
少
す
る
場
合
に
は
、
優
先
出
資
法
第
四
十
四
条
の
二
か

ら
第
四
十
四
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
八
条
の
三
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
す
る
と
き
」
の
下
に「（
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
て
経
営
強
化
計
画
の

変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

主
務
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
後
の
経
営
強
化
計
画
（
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受

け
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二

項
中
「
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
変
更
後
の
経
営
強
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た

事
項
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
内
容
に
適
合
す
る
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、

前
項
中
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
主
務
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
後
の
経
営
強
化
計
画
の
提
出
を
受

け
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
規
定
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
の
規
定
は
、」と
、「
が
同
項
」と
あ
る
の
は「
が

第
一
項
」
と
、「
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
つ
い
て
」
と
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中「（
前
条
第

二
項
に
規
定
す
る
取
得
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

主
務
大
臣
は
、
協
定
銀
行
が
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に
よ
り
株
式
等
の
引

受
け
等
を
行
っ
た
金
融
機
関
等
又
は
銀
行
持
株
会
社
等
に
係
る
取
得
株
式
等
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
取
得
株

式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
取
得
貸
付
債
権
の
全
部
に
つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還

若
し
く
は
返
済
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
予
見
し
難
い
経
済
情
勢
の
変
化
、
当
該
金
融
機
関
等
又
は
当
該
銀
行
持
株

会
社
等
の
対
象
子
会
社
の
組
織
再
編
成
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
取
得

株
式
等
又
は
取
得
貸
付
債
権
の
処
分
又
は
償
還
若
し
く
は
返
済
を
確
実
に
す
る
た
め
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
当
該
決
定
に
係
る
経
営
強
化
計
画
を
提
出
し
た
金
融
機
関
等
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
し
た
銀

行
持
株
会
社
等
を
含
む
。）に
対
し
、
当
該
経
営
強
化
計
画
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
第
七
項
の
表
第
一
項
の
項
中
「
当
該
」
を
「
第
七
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、同
表
第
二
項
の
項
中「
当

該
経
営
強
化
計
画
を
当
該
対
象
子
会
社
等
」
を
「
第
七
項
に
規
定
す
る
経
営
強
化
計
画
を
同
項
に
規
定
す
る
対
象
子

会
社
等
の
う
ち
当
該
経
営
強
化
計
画
を
実
施
し
て
い
る
も
の
」
に
、「
承
継
子
会
社
」
を
「
第
七
項
に
規
定
す
る
承
継

子
会
社
（
以
下
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
承
継
子
会
社
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
次
項
に
」を「
次

項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
条
の
」
を
「
第
七
条
の
規
定
は

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
行
う
合
併
等
に
よ
り
対
象
金
融
機
関
等
又
は
承
継
金
融
機
関
等
が
議
決
権
制

限
等
株
式
を
発
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
九
条
の
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
九
条
第
一
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

第
十
四
条
第
十
二
項
中
「
第
九
条
か
ら
」
を
「
第
七
条
の
規
定
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
行
う
合

併
等
に
よ
り
発
行
金
融
機
関
等
又
は
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
他
の
銀
行
持
株
会
社
等
が
議
決
権
制
限
等
株
式
を

発
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
九
条
か
ら
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令

で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
九
条
第
一
項
の
項
中
「
対
象
子
会
社
等
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る

対
象
子
会
社
等
（
以
下
第
十
三
条
ま
で
に
お
い
て
「
対
象
子
会
社
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。
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